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ナラティブとおたすけ

第 299 回研究報告会（高見宇造）／第 61
回伝道研究会／平成 28 年度「公開教学
講座」／平成 29 年度公開教学講座のご
案内／第８回伝道フォーラム開催のお知
らせ

去る 2月 5 日、京都大学人文科学研究
所主催のシンポジウム「医療人類学にとっ
てナラティブとは何か ?」が開催され参
加をしました。「ナラティブ（narrative）」
とは文字通り「物語」の意味ですが、心理
療法やソーシャルワークの世界で有力なモ
デルであると言われています。その理論的
基盤は「社会構成主義」といわれますが、
「現実は社会的に構成されたもの」「現実は
人と人の対話を通じてつくられるもの」と
いう考えが基礎になっています。
私たちは日々の生活の中で出会う出来

事や経験などにすべて自分なりの意味付
けを行い、「～として」という形で受け取
ります。つまり同じ一つの現実でも経験
や価値観、また周囲の反応により人は異
なった受け取り方をしますが、それはあ
たかも「一つの物語のような形」を取り
ます。一定の流れを持った物語を生きる
ことで、その人生は安定したものになり
ますが、自分や家族に予期しない病気や
事情というアクシデントが生じると、そ
れまでの自分の物語に組み込むことが出
来なくなります。自分の物語がもはや通
用しないことに気付いても、その物語を
書き換えることは容易ではありません。
そこでこの新たな物語の「書き換え」を
支持するアプローチが「ナラティブ」で
あると私は理解しています。　
このシンポジウムでは、①「物語を相

対化すること、ない物語を描くこと～拒
食と過食、循環器疾患のフィールドワー
クを通じて」（磯野真穂氏 ･国際医療福祉
大学）、②「見る ･聴く ･たたく ･交わす
－北海道浦河ひがし町診療所ナイトケア
「音楽の時間」から」（浮ヶ谷幸代氏 ･ 相
模女子大学）、③「性にまつわる「語られ
なかった物語」－HI Ｖ陽性者の語りをめ
ぐる分析から」（新ヶ江章友氏 ･大阪市立
大学）、④「心理療法における「聴き書き」
をめぐって」（階藤章氏 ･京都大学）とい

う発表があり、当事者の物語について紹
介されましたが、会場は大勢の文化人類
学者、心理学者、医学者の参加者で一杯
になり、関心の高さを示していました。
ところでこの物語の書き換えは一人で

出来るものではありません。それでは同
じ処をぐるぐる回るからです。そこで他
者との会話が必要になります。人間が作
る物語は本人の一定の選択によって選ば
れたものから形成されます。取り込まれ
ることなく放置されたものの中に、新た
な書き換えの素材となるものがあると考
えなければなりません。この書き換えを
促してくれるのは、実は同じ体験を抱え
た人になります。
私はこのシンポジウムを通して「ナラ

ティブ」の考え方は、天理教の「おたす
け」を説明するものではないかと考えて
みました。誰もが長い人生の中では物語
を書き換えなければならないときがあり
ます。しかし容易なことではありません。
これを「おたすけ」と考えればどうでしょ
う。そうすると相手の描く物語を聴き出
し、共に書き換える作業のお手伝いをす
る、それがおたすけになります。そこに
はお手本が当然、必要になるでしょう。「ナ
ラティブ」の考えを援用すると、私たち
信仰者は、教祖のひながたという「物語」
を教えて頂いていることになります。例
えれば、『稿本天理教教祖伝逸話篇』には
人生の物語を書き換えた先人のお話がた
くさん載せられています。
「たすけ一条の理は渡してある。話一条
は諭しある」（M23･6･17）とありますが、
時に私はなぜ、「話一条」と言われたのか
理解できないことがありましたが、これ
を「物語」に置き換えると成る程と得心
が出来ます。私たちのおたすけをこうし
たアプローチで考えると、またその視界
が開けてくるように感じました。これか
らも大いに注目したいと思います。


